
「課題研究」学習指導案 

実施日時：平成２９年１２月８日（金）第２限目 

実施学級：食品科学科２年食品製造類型 

実施場所：八代農業高等学校 食品製造室 

授業担当者：教諭 岩野 賢一 

                     教諭 繁村卓 

                     実習教師 木末光則 

１ 授業題材「課題研究中間発表会」 

 

２ 題材観 

科目「課題研究」は食品製造に関する課題を各班で設定し，その解決を図る学習を

通して，専門的な知識と技術の深化，総合化を図るとともに，問題解決の能力や自発

的，創造的な学習態度を育てることが目標である。本校では，総合的な学習の時間の

代替科目として，学び方やものの考え方を身につけ，探究活動に主体的・創造的・共

同的に取り組むようにしている。 

食品科学科では，「食品産業技術者」を育成するという学科の特色に応じて，計

画，製造，原価計算までの一連の流れを習得できるように取り組んでいる。「達成型

プロジェクト」（一班一製品づくり）の中で，「思考力，判断力，表現力」の育成を図

り，３年次の応用力につなげ，学習成果をより確実なものにする。 

 

３ 系統観 

 １年次，「農業と環境」「農と食」「農業情報処理」の各科目で連動し，プロジェ

クト学習の手法を習得させ，２年次の類型「食品製造」及び「調理」，「課題研究」

で定着，３年次の類型「食品製造」及び「調理」，「課題研究」で応用と系統立てた

学びを展開することで，思考力・判断力・表現力を高め，食品産業技術者を育成す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４ 生徒観 

食品科学科２年３１人（男子１４人，女子１７人），である。 

多くの生徒が食品関連の進路を希望しており，興味・関心は高い。特に実習に対す

る意欲は高く，協力して準備から実習，後片付けまで一連の工程を行う力は備わって

きている。課題として座学で学んだ専門知識を応用し，考えて表現する力を育成する

ことである。また，食品製造に関わる原価計算や濃度計算，配合計算などに苦手意識

を持っている生徒が多い。 

 

５ 指導観 

１年次では「農業と環境」「農と食」「家庭基礎」の中で，栽培や地域食材に携わ

り，基本的な製造・調理について学んできた。２年次より食品製造類型（２０人），

調理加工類型（１１人）に分かれて，より専門的に学んでいる。課題研究では，計画

から実施，製造，原価計算まで行うことを目標とし，製造技術の定着や製品づくりの

改善等，食品産業技術者に必要な力を身につけたい。また，主体的に取り組むことで

生徒同士の対話（協働）や課題解決に向けた教師との対話を促したい。 

 

６ 目標 

（１）地域農産物を活用した加工品を作ることができる 

（２）工夫した点や加工特性等について説明できる 

（３）原価計算をすることができる 

 

 

７ 評価規準 

思考・判断・表現 

（１）地域農産物を活用し，特性を生かした加工品をつくることができる。 

（２）つくった加工品について説明をすることができる。 

（３）計画から準備，製造，販売を行うことで原価計算をすることができる。 

 

８ 評価基準 

Ａ 

地域農産物を活用し，特性を活かした加工品をつくることができた。  

つくった加工品について説明をすることができた。  

原価計算をすることができた。  

Ｂ 
地域農産物を活用し，特性を活かした加工品をつくることができた。 

原価計算をすることができた。 

Ｃ 目標を達成できなかったが，地域農産物を活用した加工品を作ることができた。 

Ｄ 
目標達成できなかった。  

地域農産物を活用した加工品を作ることができなかった。  



 

９ 指導と評価の計画 

 【１】課題設定と計画…………………………２時間 座学 

 【２】プロジェクトの実際（調査等含）…１８時間 実習 

 【３】データ整理，発表準備…………………８時間 座学・実習 

 【４】中間発表会……………………………２時間 発表 ←本時 

 【５】プロジェクトの整理・反省・評価……１時間 座学 

 【６】プロジェクト学習成果発表会…………２時間 発表 

 【７】プロジェクトのまとめ・反省・評価…２時間 座学 

 ○ねらい 

 □学習活動 

評価の観点 
評価方法等 

関 思 技 知 

【１】 ○地域農産物の特性や製品の特徴を

理解し，必要な管理作業と関連付け

て計画を立てる。 

□ワークシートの使用。 

 

 

 

● 

 

 

 

● 

  

 

 

● 

 

 

 

レポート 

【２】 ○計画に従って，計画から製品づく

りまで行う。 

□計画・実習を交互に行い，記録す

る。 

  

 

● 

 

 

● 

 調べ学習レポート 

食品製造課題研究

レポート 

【３】 ○課題研究用レポートにまとめる。 

□レポートにまとめる。 

  

 

● 

 

 

● 

 食品製造課題研究

レポート（実施・

まとめ） 

【４】 ○発表で学習成果の中間発表を行

い，今後の研究に活かす。 

□ワークシートにまとめる。 

実際に加工品をつくる 

  

● 

  発表者シート・自

己評価，評価者評

価，生徒評価シー

ト 

【５】 ○評価を受けて，本発表に向けて改

善，考察等を深める。 

□考察を行い，まとめなおす。 

  

 

● 

  観察 

【６】 ○プロジェクト学習成果発表会でさ

らに定着する。 

□発表会 

  

 

● 

  自己評価，評価者

評価，生徒評価シ

ート 

【７】 ○プロジェクトのまとめ・反省・評

価 することで次年度の課題につな

げる。 

□評価表等を参考に振り返る。 

  

 

● 

  ポートフォリオ評

価 

※関：関心・意欲・態度，思：思考・判断・表現，技：技能，知：知識・理解 

 



１０ 本時の展開について 

 （１）本時の目標 

   地域農産物を活用した加工品づくりから地域特産物の特徴と製品についての説明が 

できる。 

 

 （２）観点別評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

 地域農産物を活用し

た加工品づくりから

地域特産物の特徴と

加工品についての説

明ができる。 

  

 

 （３）目標達成に向けた本時の学習計画 

 
学習活動 指導内容 

指導上の留意点 

［●…個への支援］ 

評価の観点 

関 思 技 知 

導
入
１
０
分 

１ 挨拶 

 

 

 

２ 配布資料の確

認と活動日誌の記

入 

 

 

 

 

発表会の目的

と目標を提示

する。 

○職員が生徒を観察，服

装等を正しくし，号令後

の挨拶指導を行い，授業

を受ける態度を徹底す

る。 

●発表が見やすく，支援

しやすい所に着席する。 

○本時の流れを口頭で説

明する。また配付資料と

レポートの記入方法を確

認する。 

●職員が指差し等で配布

資料やレポートの記入箇

所を確認する。 

○発表を聞く生徒の意識

付けを徹底する。 

    

（本時の目標） 

地域農産物を活用した加工品づくり

から地域特産物の特徴と製品につい

ての説明ができる。 



展
開
３
０
分 

３ 課題研究中間

発表会 

それぞれの班ごと

に発表を行う 

生徒が主体的

に運営，発表

する。 

※事前指導を

徹底し，適宜

助言する。 

○発表は約１分程度とす

る。 

○机間指導で，記入箇所

等を再確認，徹底する。 

●職員が指差し等で記入

箇所を確認する。 

○試食，意見交換をする 

 ○   

ま
と
め
１
０
分 

４ 自己評価，気

付きを書く。 

 

 

 

 

５ 次時の予告 

（課題研究中間発

表会の反省と今後

の計画） 

 

 

 

６ 挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

評価表を発表

者にフィード

バック，考察

を行い，まと

めなおすこと

を予告する。 

○本時の目標に対してで

きたかどうかを自己評価

する。 

●指差しや口頭で指示

し，達成状況をその場で

確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

○服装等を正しくし，号

令後の礼を徹底する。 

   ○ 

 

到達度ランク 評価基準 

Ａ 

地域農産物を活用した加工品づくりにおける課題研究中間発表について，学んだこ

とを１つ表現できた。 

気付きで学びをさらに深めることができた。 

Ｂ 
地域農産物を活用した加工品づくりにおける課題研究中間発表について，学んだこ

とを１つ表現できた。 

Ｃ 助言を受けて発表について，学んだことを１つ表現できた。 

Ｄ 
地域農産物を活用した加工品づくりにおける課題研究中間発表について，学んだこ

とを表現できなかった。 

※評価者評価で全体の８０％が「B」以上を目標とする。 


